
（県南地方振興局） （　単位：千円　）

分
野 事     業     名

事   業   主   体
（市町村）

事業区分
(ハード／ソ

フト)

区
分

平成28年度地域創生総合支援事業（サポート事業）執行結果　　　

事業費 補助金額 事    業    概    要 実施時期 実施場所
地
区

番
号

新
規
・
継
続

1
県
南

そ
の
他

新
規

教
育
・
文
化

家族のきずなプロジェクト
公益社団法人白河青
年会議所

ソフト 1,313 805

　少子高齢化の影響、核家族化の進行及び情報伝達技術の変
化等による影響のため希薄となってしまった地域間、世代間及
び家族間の相互のコミュニケーション・結び付きの強化、地域活
性化を目的に、昭和の音楽や食等を通して参加者同士のコミュ
ニケーションの促進を図るイベントを開催した。

○家族のきずな音楽会（4月29日、白河市民会館）
　・音楽会観覧希望者から家族への「感謝の気持ち」をテーマ
にエピソード及びエピソードに因んだリクエスト曲の募集（音楽
会当日のＭＣの合間に読み上げ、集めたエピソードは会場
ホールに展示）
　・地元食材を使用した昔なつかしい食事（麦飯、雑炊、干葉
飯、芋粥等）の試食を通した家族のコミュニケーションの促進
　・事前募集のリクエストを含む曲目の音楽会の開催及び白河
市内の学生を対象とした吹奏楽の技術指導

H28.4.1～
H29.2.28

白河市

2
県
南

そ
の
他

新
規

交
流
・
定
住

白河応援団
夢みなみ農業協同組
合青年連盟しらかわ
地区

ソフト 3,280 2,185

　夢みなみ農業協同組合青年連盟しらかわ地区と白河商工会
議所青年部が連携し、首都圏在住者を対象に白河市内での田
植え、野菜の収穫といった農作業を体験してもらうことで、県産
農産物の風評の払拭と田んぼアートによる観光のＰＲを実施し
た。
　参加者に田植えから酒造り体験までを経験してもらうことで、県
産農産物の安全・安心をPRするとともに、首都圏在住者と生産
者の交流も図られた。

○田んぼアート（4月～9月）
○田植え体験（5月29日）
　・放射吸収抑制対策について学ぶ
○野菜収穫（6月26日）
○刈取り（9月24日）
○酒仕込み体験（12月4日）
○新酒お披露目会（2月11日）

H28.4.1～
H29.3.20

白河市



（県南地方振興局） （　単位：千円　）

分
野 事     業     名

事   業   主   体
（市町村）

事業区分
(ハード／ソ

フト)

区
分

平成28年度地域創生総合支援事業（サポート事業）執行結果　　　

事業費 補助金額 事    業    概    要 実施時期 実施場所
地
区

番
号

新
規
・
継
続

3
県
南

そ
の
他

新
規

情
報
発
信

次世代によるローカルメディア創
造事業

次世代によるローカ
ルメディア創造事業
実行委員会

ソフト 1,167 756

　震災から５年目を迎える県南地方の現状を県内外に広く発信
し、震災による風評の払拭及び震災の記憶の風化を防ぐととも
に、将来的に継続して本県の情報を対外に発信し続ける人材の
育成を目的に、県南地方の高校生有志を対象にローカル
ジャーナリストの育成を行った。
　ジャーナリスト、デザイナー、ライター等を講師に、情報発信に
ついて学ぶとともに、高校生の目を通した県南地方の今を紙媒
体とウェブ媒体で全国に発信した。

○高校生による只見町取材（8月21日）
○福島市出身画家取材（10月13日）
○小高高校生取材（12月10日）
○三春町取材（12月11日）　など
○カルチャー誌「裏庭」発行（3月25日）

H28.6.15～
H29.3.31

白河市

4
県
南

そ
の
他

新
規

教
育
・
文
化

第10回記念　宗祇白河紀行連句
賞

宗祇白河紀行連句賞
実行委員会

ソフト 1,593 429

　歌枕の地「白河」のＰＲを通した観光振興及び文芸文化の向上
を目的に、宗祇の句、白河市の観光資源及び伝統文化を題材
とした連句を募集するとともに、作品集の発行を行った。

○連句募集（7月～9月）
　・一般の部、中学生以下の部（対象：白河市内）、高校生の部
（対象：県内の全高校）
○連句実作会（7月～9月、3回）
○表彰式（12月）
○作品集の発行（2月）

H28.4.14～
H29.3.14

白河市



（県南地方振興局） （　単位：千円　）

分
野 事     業     名

事   業   主   体
（市町村）

事業区分
(ハード／ソ

フト)

区
分

平成28年度地域創生総合支援事業（サポート事業）執行結果　　　

事業費 補助金額 事    業    概    要 実施時期 実施場所
地
区

番
号

新
規
・
継
続

5
県
南

そ
の
他

新
規

情
報
発
信

ふくしまの「人と地域」の魅力発
信事業

特定非営利活動法人
表郷ボランティアネッ
トワーク

ソフト 1,124 740

　県南地方の魅力の再発見、交流人口拡大及び若年層の移
住・定住促進を目的に、路線バス専用道路「白棚線」等の地域
の宝（地域資源）を活用して、県内外の写真家及び地元の中高
生による対外的なＰＲを実施するとともに、事業参加者と地域住
民の交流の場を設けることにより、地域の活性化を図った。

○カレンダープロジェクト
　・参加対象：地元住民、地元中高生、首都圏の写真愛好家団
体等
　・地域の宝（名所、特産品、イベントの様子等）を紹介
　・県内外のイベントやアンテナショップ等で配布
○地域交流事業
　・かかしまつり（撮影会、講演会、交流会）の開催

H28.4.20～
H29.3.15

白河市

6
県
南

そ
の
他

新
規

教
育
・
文
化

しらかわ防災キャンプ実施事業
しらかわ防災キャンプ
実行委員会

ソフト 452 301

　地域の防災意識の育成及び東日本大震災等の震災の経験の
継承を目的に、被災時に必要な応急技術等をキャンプという親
しみやすい形式で実践する「レッドベアサバイバルキャンプ」をし
らかわ地域内で実践するため、県南地域の防災関係者とともに
勉強会を実施した。

○勉強会を通して定めた目標
①関係者の地域環境に起因する被災リスクの理解
②震災後に蓄積された防災ノウハウの共有
③広域的な組織間の連携意識の醸成
⇒防災意識啓発を兼ねた小冊子の作成と、次年度以降のキャ
ンプ実施に備えた。

H28.5.11～
H28.12.22

白河市



（県南地方振興局） （　単位：千円　）

分
野 事     業     名

事   業   主   体
（市町村）

事業区分
(ハード／ソ

フト)

区
分

平成28年度地域創生総合支援事業（サポート事業）執行結果　　　

事業費 補助金額 事    業    概    要 実施時期 実施場所
地
区

番
号

新
規
・
継
続

7
県
南

そ
の
他

新
規

人
材
育
成

街なかカルチャー教室　未来の
担い手育成事業

街中カルチャー教室
実行委員会

ソフト 624 395

　県南地方の交流人口拡大を目的に、夏休み期間中に県南地
方、栃木県及び茨城県の住民を対象としたクラフト教室やお菓
子作り教室等のカルチャー教室を開催した。
　併せて、カルチャー教室の企画・実施希望者を募集し、カル
チャー教室実施までのサポートを行うことにより、将来の地域づく
りの担い手育成を図った。

○カルチャー教室（7月～8月）
　・カルチャー教室の開催及びカルチャー教室の企画・実施希
望者の募集
○将来の地域づくりの担い手候補によるカルチャー教室（11月
～12月、白河市中心市街地市民交流センター）

H28.7.1～
H29.3.31

白河市

8
県
南

そ
の
他

新
規

交
流
・
定
住

うつくしま絆づくりプログラム
うつくしま絆づくりプロ
グラム実行委員会

ソフト 2,305 1,450

　東日本大震災による県南地方への避難者の不安とストレスの
緩和及び地域住民との交流促進を目的に、伝統文化をテーマと
するアートスクールを開催した。
　併せて、県産農産物の払拭を目的に、姉妹都市交流によりか
ねてから交流の盛んな東京都三鷹市の文化団体を対象とした
体験ツアーを開催し、本県の魅力と県産農産物の安全性をＰＲ
した。

○アートスクール（7月～3月、矢吹町ふるさとの森芸術村）
　・対象：地域住民、避難者
　・漆芸、陶芸、野焼き、子ども絵画ワークショップ及び作品展
の開催
○三鷹市民　おいしい矢吹体験ツアー（10月1、2日、矢吹町
内）
　・対象：東京都三鷹市の文化団体
○地元産農産物と芸術を楽しむ会（10月2日、矢吹町ふるさと
の森芸術村）

H28.6.2～
H29.1.22

矢吹町



（県南地方振興局） （　単位：千円　）

分
野 事     業     名

事   業   主   体
（市町村）

事業区分
(ハード／ソ

フト)

区
分

平成28年度地域創生総合支援事業（サポート事業）執行結果　　　

事業費 補助金額 事    業    概    要 実施時期 実施場所
地
区

番
号

新
規
・
継
続

9
県
南

そ
の
他

継
続
2

観
光
振
興

ロングライドしらかわ2016　～魅
力あるしらかわを自転車で走ろ
う！！～

ロングライドしらかわ
実行委員会

ソフト 4,388 1,060

　しらかわ地域の有する、伝統文化・特産物・交通の利便性・豊
かな自然環境など、様々な財産を県内外に情報発信し、風評払
拭と観光交流人口の増加を図るとともに、地域住民の郷土を愛
する心の高揚を図るため、白河市及び西白河郡町村の観光名
所を回る自転車のロングライドイベントを開催した。
　また、各市町村の誇る景勝地や豊かな自然を肌で感じてもらう
とともに、各チェックポイントでは収穫期を迎えた米や果物、そば
など地域の産品を食べてもらい、しらかわ地域の良さを食の面か
らも体感し、しらかわ地域を好きになってもらう。また、各市町村
の産品についての風評払拭の取組の紹介を行った。
　平成28年度は、定員を600名に増やすとともに（昨年度500
名）、各エイドステーションにおける参加者へのPRを更に充実さ
せた。

○ツール・ド・しらかわ2016（10月2日）
　・自転車ロングライド（総走行距離約100㎞）
　・5市町村の各チェックポイントで旬の農産物やご当地グルメ
の振る舞い。併せて風評払拭の取組を紹介。
　・参加者543名（小学生以上。中学生以下の参加は親の同伴
が必要）

H28.7.14～
H29.3.21

白河市



（県南地方振興局） （　単位：千円　）

分
野 事     業     名

事   業   主   体
（市町村）

事業区分
(ハード／ソ

フト)

区
分

平成28年度地域創生総合支援事業（サポート事業）執行結果　　　

事業費 補助金額 事    業    概    要 実施時期 実施場所
地
区

番
号

新
規
・
継
続

10
県
南

そ
の
他

継
続
2

教
育
・
文
化

駅伝のまち　しらかわ　推進プロ
ジェクト

しらかわ駅伝競走大
会実行委員会

ソフト 1,389 851

　東日本でも有数の駅伝大会として定着した「しらかわ駅伝」の
機会を活用して、地域住民がトップレベルのランナーとふれあう
機会を創出するとともに、県南地方の中学・高校生及び市民ラン
ナーを対象としたランニングクリニック等を開催し、2020年東京オ
リンピックに向けた「駅伝の街しらかわ」のイメージによる地域ス
ポーツ振興を図る事業。
　平成28年度は、駒澤大学陸上競技部コーチの藤田敦史氏と
同年代に活躍された方々を招聘し、当時の練習や試合の体験
談についてお話しいただいた。

○県南地方の小学5・6年生を対象とした「ゴールデンエイジ陸
上教室」（7月25日～29日）
○県南地方の中学生・高校生を対象としたランニングクリニック
（8月4、5日）
○陸上競技界を代表する選手・監督等によるスペシャルトーク
ショー
（9月25日、しらかわ駅伝と同時開催）
○まちなかにぎわいイベント（9月25日、しらかわ駅伝と同時開
催）

H28.4.1～
H29.1.19

白河市



（県南地方振興局） （　単位：千円　）

分
野 事     業     名

事   業   主   体
（市町村）

事業区分
(ハード／ソ

フト)

区
分

平成28年度地域創生総合支援事業（サポート事業）執行結果　　　

事業費 補助金額 事    業    概    要 実施時期 実施場所
地
区

番
号

新
規
・
継
続

11
県
南

そ
の
他

継
続
2

観
光
振
興

ご当地グルメ対決！「県南Ｓ－１
グランプリ」＆「県南ご当地キャラ
クター・復刻太鼓フェスティバル」

県南Ｓ－１グランプリ
実行委員会

ソフト 6,026 2,930

　白河市大信地区の賑わいづくり及び風評払拭のため、県南地
区11商工会青年部が協力して、県南地方各地のご当地グルメを
集めたイベントを開催し、優れたグルメを「Ｓ－１グランプリ」（Ｓは
しらかわのＳ）として選定することで知名度向上と県南地方の食
の魅力をPRする事業。
　平成28年度は、「第１回　県南地区ご当地キャラクターフェス
ティバル」及び「復刻太鼓フェスティバル」を同時開催した。

○県南S-1グランプリinたいしん（7月9日、白河市大信総合運動
公園）
　・県南地方11商工会青年部によるご当地グルメ対決
　・大信地区のご当地キャラクター「ひじリン」の製作発表会と合
わせた「第1回県南地区ご当地キャラクターフェスティバル」の
開催
　・かつて大信地区で行われていた伝統芸能を復刻させる「復
刻太鼓フェスティバル」と親子太鼓教室の開催
　・県南地方各市町村の観光PR
　・被災者支援販売（大堀相馬焼）
　・地域農産物販売

H28.5.10～
H28.11.30

白河市



（県南地方振興局） （　単位：千円　）

分
野 事     業     名

事   業   主   体
（市町村）

事業区分
(ハード／ソ

フト)

区
分

平成28年度地域創生総合支援事業（サポート事業）執行結果　　　

事業費 補助金額 事    業    概    要 実施時期 実施場所
地
区

番
号

新
規
・
継
続

12
県
南

そ
の
他

継
続
2

観
光
振
興

ＮＩＳＨＩＧＯバイシクルフェス2016
ＮＩＳＨＩＧＯバイシクル
フェス実行委員会

ソフト 8,208 4,600

　県内外から多くの観光客を呼び込み、西郷村の観光に震災前
の賑わいを取り戻すため、県内外のサイクリストを対象に、西郷
村の誇る雄大な山岳環境を活用したヒルクライム等、複数種目
からなるサイクルレースを実施する。　実行委員会には自転車連
盟支部や地元自転車関係者が参画するなど、地域ぐるみの大
会企画・運営を行った。
　平成２８年度は、前年度の実績を生かしコースの選定を行うとと
もに、早期から広報に着手し事業効果の拡大を図った。

○NISHIGOバイシクルフェス2016（8月20・21日）
　・のべ参加者648名
　・赤面山ヒルクライムコース（12㎞・標高差557ｍ、想定走行時
間25～80分）
　　　ヒルクライム（500人：中学生以上）
　・台上周回コース（片道1.8㎞・往復3.6㎞、想定走行時間8～
15分）
　　　１時間サイクルマラソン・ソロ（200人）
　　　１時間サイクルマラソン・ペア（150組：男子・男女・親子ペ
ア）
　　　3時間チームエンデューロ（250チーム：男子・女子・男女・
ファミリー）
　　　個人タイムトライアル（500人：中学生以上）
　　　チームタイムトライアル（50チーム：中学生以上）
　　　クリテリウム（200人：エリート・ミドル・ビギナー・女子）
　　　スプリント1000（100人：中学生以上）
　　　キッズレース（定員なし）

H28.4.1～
H28.12.12

西郷村



（県南地方振興局） （　単位：千円　）

分
野 事     業     名

事   業   主   体
（市町村）

事業区分
(ハード／ソ

フト)

区
分

平成28年度地域創生総合支援事業（サポート事業）執行結果　　　

事業費 補助金額 事    業    概    要 実施時期 実施場所
地
区

番
号

新
規
・
継
続

13
県
南

そ
の
他

継
続
2

観
光
振
興

わくわく東白川ご当地キャラ祭in
たなぐら

わくわく東白川ご当地
キャラ祭inたなぐら実
行委員会

ソフト 11,373 4,600

　東日本大震災や原子力災害による風評被害で直接的・間接
的に被害を受けた地域住民及び地域産業の復興の足がかりと
するため、県南地方をはじめ県内各地のご当地キャラを一堂に
集めたイベントを棚倉城跡を中心に開催した。
　東白川郡内の町村と連携しながら、ご当地キャラや太鼓演奏
等のステージイベント及び交流イベントを開催、地元高校生が開
発した商品の販売や、地元企業等の出展による地域産業のＰＲ
を実施し、活性化を図った。

○わくわく東白川ご当地キャラ祭inたなぐら（10月30日）
　・ご当地キャラＰＲイベント・ＰＲブース（35体のご当地キャラ）
　・東白川各町村による農産物・特産品販売コーナー
　・東白川4町村の特産品（ブルーベリー、ゆず、ダリア、大豆）
を使用したイベント
　・伝統文化・芸能発信コーナー
　・産業ＰＲコーナー
　・ものづくり体験コーナー
　・サイエンスコーナー

H28.4.1～
H28.12.5

棚倉町



（県南地方振興局） （　単位：千円　）

分
野 事     業     名

事   業   主   体
（市町村）

事業区分
(ハード／ソ

フト)

区
分

平成28年度地域創生総合支援事業（サポート事業）執行結果　　　

事業費 補助金額 事    業    概    要 実施時期 実施場所
地
区

番
号

新
規
・
継
続

14
県
南

そ
の
他

継
続
3

観
光
振
興

Decoraしらかわ2016
Decoraしらかわ実行
委員会

ソフト 8,325 4,500

　白河を新しいイメージで「飾り付ける」ことを目的に、中心市街
地の商店主と第三者等が話し合って商店街を飾り付け、プロ
ジェクトの集大成としてのイベントを実施し、その魅力を市内はも
とより、近隣市町村へ広く発信することにより、まちなかの活性化
を図った。
　
○Decoraまちなかデコレーション(商店主及び市民等、6月～）
○Decoraしらかわ（10月5,6日、白河駅前イベント広場・白河市
立図書館）
　・洗練された食の提供
　・ステージイベント
　・地元の商店等による物販
　・ラーメン・そば等の提供による地元の食のPR
○Decora紅葉・そばまつり（11月中旬、白河市役所裏側駐車
場・谷津田川せせらぎ通り）
　・谷津田川ライトアップ（紅葉の時期に2週間）、竹灯籠の設置
　・写真コンクールの実施
　・谷津田川沿いでの白河そば・南湖団子等の提供による地元
の食のPR

H28.6.1～
H29.3.7

白河市

15
県
南

そ
の
他

継
続
3

交
流
・
定
住

東京六大学応援団連盟「白河復
興応援プロジェクト」

東京六大学応援団連
盟「白河復興応援プ
ロジェクト」実行委員
会

ソフト 4,851 2,588

　被災地復興のお手伝いをしたいとの熱い想いを持つ東京六大
学応援団連盟の学生の方々に、県南地方の復興や風評払拭の
ため、応援団・チアリーディングの実演、吹奏楽部の演奏を行っ
てもらうとともに、放射性物質検査の現場や直売所の見学、地元
農産物の試食等による農産物の安全性を理解してもらうこと等に
より、若い力を借りて「元気」と「安全･安心」を県内外に情報発信
する同事業。
　平成28年度は、東京六大学応援団連盟の学生と地元高校生
及び地域住民の交流機会を拡大拡大して実施した。

○東京六大学応援団連盟の応援活動の実演（6月18日・19日、
白河市民会館）
　・応援団・チアリーディングの実演、吹奏楽部の演奏
○大学生と地元高校生の交流
○学生による放射性物質検査の現場や直売所の見学
○学生による地元農産物の試食

H28.5.9～
H29.2.28

白河市



（県南地方振興局） （　単位：千円　）

分
野 事     業     名

事   業   主   体
（市町村）

事業区分
(ハード／ソ

フト)

区
分

平成28年度地域創生総合支援事業（サポート事業）執行結果　　　

事業費 補助金額 事    業    概    要 実施時期 実施場所
地
区

番
号

新
規
・
継
続

16
県
南

そ
の
他

継
続
3

観
光
振
興

しらかわ　伝統芸能フェスティバ
ル

白河まつり振興会 ソフト 4,176 2,684

　地域に根ざした伝統芸能の継承と避難者支援をテーマに、白
河の伝統芸能である白河関の踊り流し等により地域の絆を深め
賑わい創出を図るとともに、県南地方内外の避難者にも参加し
ていただくことで、県南地方の方々との交流の場を提供する同
事業。
　平成28年度は、引き続き県南地方9市町村の太鼓の競演及び
白河関の踊り流しへの参加を行い、9市町村の絆を更に深め
た。

○しらかわ　伝統芸能フェスティバル（8月7日、白河駅前イベン
ト広場ステージ・小峰通り）
　・伝統芸能の競演
　・白河関の踊り流し（県南地方9市町村参加）、安珍念仏踊り
等
　・県南地方9市町村の太鼓の競演
　・白河ゆかたコンテスト

H28.4.1～
H28.11.30

白河市

17
県
南

そ
の
他

継
続
3

そ
の
他

しらかわマルシェ
公益財団法人　白河
観光物産協会

ソフト 1,691 1,080

　白河駅前で「しらかわマルシェ」を開催し、白河市はもとより西
白河郡、東白川郡で採れた低農薬野菜や有機野菜、果物、地
場産品等を販売し、生産者と地域住民、観光客の交流の場とす
るとともに、地元産品の再発見、地産地消の推進、県南地方の
ご当地キャラによるPR等を行う事業。
　平成28年度は、前年度に実施した出店者アンケートをもとに、
より効果的に事業展開するとともに、より広域的に事前広報を実
施し、事業効果の拡大も図った。

○しらかわマルシェ（6月～11月までの毎月1回（計6回）、白河
駅前イベント広場）
　・県南地方の生産者等による青果物・加工品・苗木・切り花・
手芸品・古着・特産品・飲食等の販売
　・県南地方各市町村のご当地キャラ等による各市町村のＰＲ、
撮影会及び握手会

H28.5.23～
H29.3.31

白河市



（県南地方振興局） （　単位：千円　）

分
野 事     業     名

事   業   主   体
（市町村）

事業区分
(ハード／ソ

フト)

区
分

平成28年度地域創生総合支援事業（サポート事業）執行結果　　　

事業費 補助金額 事    業    概    要 実施時期 実施場所
地
区

番
号

新
規
・
継
続

18
県
南

そ
の
他

継
続
3

観
光
振
興

「ゴルフタウンしらかわ」推進プロ
ジェクト

ゴルフタウンしらかわ
推進協議会

ソフト 5,289 3,525

　新白河駅から1時間圏内にある15カ所のゴルフ場が連携して、
ゴルフ場利用者に県南地方の観光スポットを案内することにより
観光入込数や滞在時間の増加につなげる。
　また、県南地方の子どもたちを対象としたゴルフ体験会及びス
ナッグゴルフ（ゴルフの基礎を学ぶ簡易版ゴルフゲーム）の体験
会を行い、小さい頃からゴルフに親しむことでゴルフ愛好者の裾
野を広げ、ゴルフを通じた地域活性化と交流人口拡大に取り組
む「ゴルフタウンしらかわ」を地域ぐるみで作り上げることを目的と
した事業。
　平成28年度は、ふくしまアフターＤＣに合わせてＰＲを実施する
とともに、ご当地怪獣「ゴルバック」の着ぐるみを活用し、地元イ
ベントや各ゴルフ場でのイベントにおいて「ゴルフタウンしらか
わ」をＰＲし、更なる誘客を図った。

○ゴルフタウンしらかわＰＲ事業
　・ポスター、パンフレット、新聞及び雑誌掲載によるＰＲ
○ゴルフタウンしらかわPRキャラバン
　・首都圏における物産展及びゴルフ量販店でのＰＲ
○ジュニア体験会
　・県南地方の小・中学生を対象としたゴルフ体験会
○ご当地怪獣「ゴルバック」を活用したＰＲ

H28.4.1～
H29.3.31

白河市



（県南地方振興局） （　単位：千円　）

分
野 事     業     名

事   業   主   体
（市町村）

事業区分
(ハード／ソ

フト)

区
分

平成28年度地域創生総合支援事業（サポート事業）執行結果　　　

事業費 補助金額 事    業    概    要 実施時期 実施場所
地
区

番
号

新
規
・
継
続

19
県
南

そ
の
他

継
続
3

観
光
振
興

冒険ひろばｉｎ棚倉
特定非営利活動法人
元気づくりサポートセ
ンターなんなん福島

ソフト 1,501 900

　棚倉町には震災前、首都圏の小中学生が各種体験教室のた
め多数訪れていたが、震災後は風評により激減している状況に
ある。
　そこで、首都圏からの誘客回復を図るため、棚倉町から比較的
近距離にある郡山市や水戸市などの小中学生を対象に、歴史
街歩きイベント及び乗馬・テニスの体験教室を開催した。
　ＪＲ水郡線を利用して棚倉駅に集合し、棚倉歴史マイスターの
案内のもと、城下町の町並み、亀ヶ城跡等を歩きながら、棚倉町
の歴史と伝統、温かな人柄に触れるとともに、棚倉町の体験交
流施設においてインストラクターの指導のもと、乗馬・テニス体験
を行うことで、棚倉町の観光振興、そして首都圏からの小中学生
の体験教室の実施数回復を図った。

○冒険ひろばin棚倉（石川班（5月～7月）・大子班（8月～10
月）、ルネサンス棚倉及び棚倉町内）
　・40名（2班（各組20名）に分け、各班4回ずつ体験教室（乗
馬、テニス、歴史街歩き、お菓子作り体験、そば打ち体験）を受
講

H28.4.25～
H28.12.22

棚倉町

20
県
南

そ
の
他

新
規

交
流
・
定
住

農福連携で農業体験交流事業
社会福祉法人こころ
ん

ソフト 1,381 842

　農福（農業と福祉）連携をテーマに、子ども、高齢者、障がい者
などが参加する機会や場所を提供し、地域住民等と交流するこ
とのできる地域コミュニティーをつくることで、地域農産物の価値
の見直しと新たな価値観の共有を図り、震災以降、依然として続
いている地域農産物への風評の払拭及び耕作放棄地の解消を
目指した。

○地域の子どもたちを対象とする農作業体験の実施
○地域住民の憩いの場となる遊休農地を利用した自然栽培
ハーブガーデンの整備
○大人の食育のための料理教室及び食育勉強会の実施
○地域の福祉施設間と連携しての自然栽培の米作りの研究

H28.9.1～
H29.3.31

泉崎村



（県南地方振興局） （　単位：千円　）

分
野 事     業     名

事   業   主   体
（市町村）

事業区分
(ハード／ソ

フト)

区
分

平成28年度地域創生総合支援事業（サポート事業）執行結果　　　

事業費 補助金額 事    業    概    要 実施時期 実施場所
地
区

番
号

新
規
・
継
続

21
県
南

そ
の
他

新
規

交
流
・
定
住

全国から「しらかわ」に集まれ！
元気なジュニアゴルファー育成
プロジェクト

全日本小学生ゴルフ
トーナメントinしらかわ
実行委員会

ソフト 11,489 7,000

　全国からゴルフが大好きな小学生を「しらかわ（県南地方）」に
集め大会を開催するとともに、「ゴルフタウンしらかわ」と連携して
県内外にPRすることで、しらかわ地域と本県における風評の払
拭及び地域の活性化を図るとともに、ＬＰＧＡ（日本女子プロゴル
フ協会）との協力により、健全なジュニアゴルファーの育成を目
指した。

○「全日本小学生ゴルフトーナメント in しらかわ」の開催
○ＬＰＧＡ所属の女子プロによるジュニアゴルファーへのマナー
指導

H28.9.1～
H28.12.15

棚倉町

計 81,945 44,221


